
 1

総量規制基準の設定方法について（素案） 
 

指定地域内事業場に係る対策について、「第７次水質総量削減の在り方につ

いて（答申）」では、東京湾・伊勢湾・大阪湾については、６次にわたる削減

の実績を踏まえ、最新の処理技術動向も考慮しつつ、これまでの取組を継続

するとし、大阪湾を除く瀬戸内海については、従来の施策を継続するとして

いる。 

この答申及び都府県の実施状況等を踏まえ、第７次水質総量削減における

総量規制基準の設定方法は以下に示すとおりとする。 

 

 

１．第６次における総量規制基準の概要 

（１）時期区分 

・時期区分は、特定施設の設置等による特定排出水量の増加時期により、Ｃ

ＯＤは３区分、窒素、りんは２区分となっている。 

 

表１ 時期区分 

時期区分別 

水量 

 
項目 ＣＯＤ 窒素 りん 

S55.7.1 

H3.7.1 

H14.10.1 

この期間の水量 Ｑco 

Ｑno Ｑpo この期間に増加した水量 Ｑci 

この期間に増加した水量 
Ｑcj 

この期間に増加した水量 Ｑni Ｑpi 

 

（２）業種その他の区分 

・第６次の業種その他の区分（以下「業種等区分」という）は215区分とな

っている。なお、第６次において、第５次で232あった区分を215に見直

している。 

 

表２ 業種等区分の区分数の変遷 

 
業種等

区分数 
備  考 

第１次 217 ＣＯＤを指定項目として総量削減開始 

第２次 235 業種の追加 

第３次 232 業種の見直し 

第４次 232 業種の見直し無し 

第５次 232 指定項目に窒素、りん追加 

第６次 215 業種の統合及び廃止 

 

資料３ 
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（３）総量規制基準の算式 

 総量規制基準の算式は以下のとおりである。 

COD  Lc (kg/日）＝（Ccj・Qcj ＋ Cci・Qci ＋ Cco・Qco）× 10-3 

窒素 Ln (kg/日）＝（Cni・Qni ＋ Cno・Qno）× 10-3 

りん Lp (kg/日）＝（Cpi・Qpi ＋ Cpo・Qpo）× 10-3 

※Ｑは(1)の時期区分別の水量（m
3
/日） 

※Ｃは(1)の時期区分ごとに、環境大臣が定める「業種等の区分ごとの濃

度の範囲」内において都府県知事が定める値（濃度：mg/L） 

 

（４）水域の区分 

 第５次までは、東京湾、伊勢湾、瀬戸内海の３水域に対し共通して適用す

る総量規制基準のＣ値の範囲を定めていたが、第６次では、東京湾・伊勢湾・

大阪湾と、瀬戸内海（大阪湾を除く）に分けてＣ値の範囲を定めている。 

 

    第５次まで              第６次 

 

       

 

 

 

 

 

（５）Ｃ値の範囲 

 （４）の水域別で、指定項目（ＣＯＤ、窒素、りん）ごとに、（２）の各

業種等区分について、（１）の時期区分に対応するＣ値の範囲（上限値と下

限値）を定めている。 

 

 

以下において、東京湾・伊勢湾・大阪湾を「東京湾等」、大阪湾を除く瀬

戸内海を「瀬戸内海」と表記する。 

東京湾、伊勢湾、瀬戸内海に 

共通して適用するＣ値の範囲表

東京湾、伊勢湾、大阪湾に共通

して適用するＣ値の範囲表 

大阪湾を除く瀬戸内海に 

適用するＣ値の範囲表 
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２．第７次総量規制基準の設定の考え方 

2.1 時期区分 

 時期区分については・・・（資料２参照） 

 

2.2 業種等区分 

 業種等区分については、第６次で見直しを行ったことを踏まえ、215の区分

の見直しは基本的に行わないこととする。 

 

2.3 水域の区分 

 水域区分については、第６次と同じ２水域区分（東京湾等、瀬戸内海）と

する。 

 

2.4 Ｃ値の範囲 

 ＣＯＤ、窒素、りんは、同様の考え方に基づき見直しを行う。Ｃ値の範囲

については、最新の処理技術動向を考慮するため、現状より悪化させない等

の観点から見直し検討を行う業種等区分を抽出し、排水実態等を踏まえ、見

直しの妥当性を検討する。 
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３．Ｃ値の範囲の見直しの進め方 

3.1 見直し検討を行う業種等区分の抽出 

 これまでのＣ値の範囲の設定状況や、第６次における各都府県のＣ値の設

定状況、排水基準値などを参考に、見直し検討を行う業種等区分を抽出する。

なお、東京湾等と瀬戸内海は対策の在り方について位置付けが異なることを

考慮する。 

 

表３ 見直し検討を行う業種等区分の抽出 

抽出の観点 具体的な内容 

過去のＣ値範囲の設定から 

①Ｃ値の範囲が強化されていない業種等区分 

②既存施設（Ｑo）と新増設された施設（ＱiやＱj）と

の比較において既存施設に係るＣ値の範囲と新増設

に係るＣ値の範囲の設定の差が大きな業種等区分 

現状より悪化させない観点

から 

③Ｃ値の範囲の上限値が都府県設定Ｃ値の最大値より

大きい業種等区分 

排水基準値との関係性から 

④閉鎖性海域に係る窒素・りんの暫定排水基準（平成 

20年10月1日から新基準が適用開始）対象業種に該当

する業種等区分 

⑤Ｃ値の範囲の上限値が一律排水基準の日最大値より

大きい業種等区分 

 

3.2 Ｃ値の範囲の見直し方法の設定 

 見直し検討を行う業種等区分に対し、抽出方法別に具体的な見直し方法を

設定する。 

 

3.3 Ｃ値の範囲（案）の作成 

 3.2で作成した見直し方法に従い、上限値・下限値の見直し案を作成する。

この値に対し、平成21年度実績値に基づく業種等区分別の水質分布状況から

見直し案の上限値を上回っている事業場がある場合は当該事業場の使用原材

料・処理工程・排水処理方式・負荷量排出実績や同一業種の水質実態等を勘

案するなどにより、見直し案の妥当性を個別に判断し、必要に応じ見直し案

の修正を行う。また、総量規制基準は排出負荷量で規定されることから、水

質のみで評価を行うことなく、Ｃ値の見直しが排出負荷量として遵守可能か

どうか、という観点からも評価を行う。 

 

3.4 業種等区分の名称の変更 

 平成19年11月に改訂された第12回日本標準産業分類の名称変更を参考とし、

産業分類名称が変更された業種を整理し、業種等区分の名称の変更が適切か

どうかを判断した上で名称変更を行う。 
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４．見直し検討を行う業種等区分の抽出 

①Ｃ値の範囲が強化されていない業種等区分 

 ＣＯＤについて、第１次から第６次までＣoの範囲（上限値・下限値）が

全て同一の業種等区分を見直しの検討対象とする。ただし、下限値が10mg/L

のものは除く。 

 

表４ 条件①対象業種等区分数 

 東京湾等 瀬戸内海 

ＣＯＤ 6区分 11区分 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ①の具体例 

 

②ＣＯＤのＣoとＣj、窒素・りんのＣoとＣiの差が大きな業種等区分 

 第６次において、ＣＯＤはＣoとＣjの上限値同士の比率（Ｃo上限値／Ｃj

上限値）が極めて大きい業種等区分（比率が2.0を超えるものを想定）、窒素・

りんはＣoとＣiの上限値同士の比率（Ｃo上限値／Ｃi上限値）が極めて大き

い業種等区分（比率が4.0を超えるものを想定）を、それぞれ見直しの検討

対象とする。 

 

表５ 条件②対象業種等区分数 

 東京湾等 瀬戸内海 

ＣＯＤ  4区分  1区分 

窒 素  7区分  3区分 

り ん  6区分  3区分 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ②の具体例 
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③Ｃ値の範囲の上限値が都府県Ｃ値の最大値より大きい業種等区分 

 第６次において、環境省の定めるＣo上限値が、都府県が設定したＣoの最

大値より大きい場合は見直しの検討対象とする。なお、区分232「その他」

は除く。 

 

表６ 条件③対象業種等区分数 

 東京湾等 瀬戸内海 

ＣＯＤ  7区分  9区分 

窒 素 16区分  6区分 

り ん 11区分  0区分 

 

④暫定排水基準適用業種該当業種等区分 

 窒素に関して４業種、りんに関して２業種を対象に暫定排水基準が平成20

年10月1日から平成25年9月30日まで適用されている。これらに該当する業種

等区分は見直しの対象とする。 

 

表７ 条件④対象業種等区分数 

 東京湾等 瀬戸内海 

窒 素 5区分 

り ん 2区分 

 

⑤Ｃ値の範囲の上限値が一律排水基準値より大きい業種等区分 

 原則として、第６次におけるＣoが、水質汚濁防止法に基づく一律排水基

準の日最大値（ＣＯＤ160mg/L、窒素120mg/L、りん16mg/L）より大きい業種

等区分は、見直しの検討対象とする。 

 

表８ 条件⑤対象業種等区分数 

 東京湾等 瀬戸内海 

ＣＯＤ 10区分 10区分 

窒 素 23区分 31区分 

り ん  9区分  9区分 

 

 上記条件①～条件⑤から、重複分を考慮すると、見直しの検討対象となる

業種等区分数は表９のとおりとなる。 

 

表９ 見直し検討対象業種数 

 東京湾等 瀬戸内海 

ＣＯＤ 28区分 28区分 

窒 素 39区分 37区分 

り ん 17区分  9区分 
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５．Ｃ値の範囲見直し方法の設定 

 見直し検討の対象となる業種等区分を抽出後、以下の考え方でＣ値の範囲

の見直し案を設定する。その後、事業場の排水水質と負荷量の実態、処理の

実態、原材料の使用状況などをヒアリング等により把握し、Ｃ値の範囲の見

直し案の妥当性について検討のうえ、必要に応じ見直し案の修正を行う。 

 

5.1 各抽出方法に対応した見直し方法 

 ４の抽出方法で抽出された業種等区分のＣ値の見直し方法は、各抽出条件

に応じて、それぞれ以下のとおりとする。 

 

 

①Ｃ値の範囲が強化されていない業種等区分 

 水質分布図から、最大水質がＣoの上限値未満の場合は、最大水質までＣo

の上限値を引き下げる。 

 

②ＣＯＤのＣoとＣj、窒素・りんのＣoとＣiの差が大きな業種等区分 

 水質分布図から、最大水質がＣoの上限値未満の場合は、最大水質までＣo

の上限値を引き下げる。 

 

③Ｃ値の範囲の上限値が都府県Ｃ値の最大値より大きい業種等区分 

 Ｃoの上限値を、都府県が設定したＣo値の最大値まで引き下げる。 

 

④暫定排水基準適用業種該当業種等区分 

Ｃoの上限値が暫定排水基準の日最大値より大きい場合は、Ｃoの上限値を

暫定排水基準の日最大値まで引き下げる。 

 

⑤Ｃ値の範囲の上限値が一律排水基準値より大きい業種等区分 

 水質分布図から、最大水質が一律排水基準の日最大値を下回っている場合

は、Ｃoの上限値を一律排水基準の日最大値まで引き下げる。 

 

5.2 見直し案の調整 

 5.1で得られたそれぞれの見直し案について、以下の調整を行う。 

 

①～⑤の複数に該当する場合 

 複数の抽出条件に該当し、それぞれに対応した見直し方法で得られた結果

が異なる場合は、そのうちの最も大きな値を採用する。 
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下限値や新増設時期区分との整合等 

 Ｃ値の設定最低単位、範囲の幅等については、第６次と同様、表10のとお

りとする。 

Ｃoの上限値の見直しの結果、Ｃoの下限値との差（Ｃo値の範囲の幅）が

表10に示した幅を保てない場合は、範囲の幅が10mg/L（りんにおいては1mg/

L）となるようＣoの下限値を下げる。 

Ｃoの上限値を見直した結果、Ｃiの上限値、Ｃjの上限値がＣoの上限値よ

り大きくなる場合は、その値をＣoの上限値と同値とする。これによりＣi、

Ｃjの上限値と下限値の差が表10に示した幅を保てない場合は、Ｃoと同様の

調整を行う。なお、当該業種等区分に該当する事業場がない場合（排水実態

が把握できない場合）は、見直しを行わない。 

 

表10 Ｃ値の範囲の幅等 

 ＣＯＤ 窒素 りん 

設定最低単位 ５mg/L ５mg/L 0.5mg/L 

上限と下限の幅 10mg/L以上 

ただし、下 限 が10mg/L

の場合は5mg/L以上 

10mg/L以上 

ただし、下 限 が10mg/L

の場合は5mg/L以上 

1mg/L以上 

た だ し 、 下 限 が 1 m g / L

の場合は0.5mg/L以上

下限最低値 10mg/L 10mg/L 1mg/L 

Ｃ値間の関係 Ｃi及 びＣjはＣo以 下 か

つＣjはＣi以下 

ＣiはＣo以下 ＣiはＣo以下 

 

 

 次頁に見直しのフローを示した。 
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図３ Ｃ値見直しフロー 

条件①～⑤ごとのＣo 
上限値見直し設定方法 

現Ｃo 上限値 

新Ｃo 上限値（案） 

Ｃo の範囲の幅の確保等の確
認・調整 

新Ｃo 上下限値（素案） 

新Ｃo 上下限値とＣi,Ｃj 
上下限値の関係確認 

◆大小関係(Co≧Ci,Cj) 

整合性 
問題無し

現Ｃi,Ｃj 上下限値 

Ｃo と同値に 
変更 

新Ｃi,Ｃj 上下限値（素案）

新Ｃ値(Co,Ci,Cj) 上下限値（素案） 

実測水質との
比較検討 

NO

YES

総量規制基準適
合状況も考慮 

実態把握 
(個別対応) 

調整 

新Ｃ値(Co,Ci,Cj)上下限値（案）

問題無し

要検討

複数の条件に合致する場
合は最も大きな値を採用 

実測水質が無い場合は、
従前のままとする 

実測水質と新Ｃo
上限値比較 


